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早いもので本校に赴任して 3年目を迎えました。3年前の６月号の学校だよりを読み直すと、この 3年で

学校現場は加速度的に変化していることを実感します。 

というのも 3年前の学校だよりで近い将来の学校像について具体的に紹介していたことが、3年後の今は

そのほとんどが現実のこととして行われているからです。 

例えば、子どもの「学び」に関することでは、授業の中でタブレット端末を子どもたちが使いこなしなが

ら授業を行っていることです。3年前には行われていなかったことが今は普通に行われています。昨年度は

主に中学年以上で活用されていたタブレット端末を活用した授業が、今年度は低学年や特別支援学級にも広

がり、本校の全児童と全教師がタブレット端末を授業の中で使いこなすようになっています。その他にも教

科書もデジタル化が進み、学習者用デジタル教科書が一部の教科ではすでに使われ始めています。学校と家

庭を結ぶオンライン授業も特別なことではなく、ごく普通に行っていますし、学校行事の YouTube配信など

も行うことができています。 

一方で「学び」以外のことについても同様です。学校と家庭を結ぶデジタル通信システムが年々更新、改

善され、欠席・遅刻届のメール化と自動集約、学校からの学校評価アンケートのデジタル化、学校だよりや

その他の案内プリントのペーパーレス化とメール配信、PTA活動も募集案内や集約方法もデジタル化されて

います。 

このように学校現場はこの 3年で大きく変容しています。この変化のスピードに私たち人間がついていけ

ているのでしょうか？私たち大人も日々の「学び」を通してアップデートしていかなければならないと感じ

ています。 

【学び以外のデジタル化】 

 

  



【子どもの学びに関するデジタル化への対応】 

  

  

  

 

   


